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天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を

仰
ぎ
３
月
１１
日
、
東
京
・
国
立
劇

場
で
「
東
日
本
大
震
災
３
周
年
追

悼
式
」
が
挙
行
さ
れ
た
。
追
悼
式

に
は
遺
族
の
方
々
を
は
じ
め
、
内

閣
総
理
大
臣
、
衆
参
両
院
議
長
、

最
高
裁
判
所
長
官
の
三
権
の
長
の

ほ
か
、
国
会
議
員
や
自
治
体
関
係

者
ら
が
参
列
。
本
会
会
長
の
佐
藤

祐
文
・
横
浜
市
議
会
議
長
も
追
悼

の
列
に
加
わ
り
午
後
２
時
４６
分
、

震
災
の
発
生
時
刻
に
あ
わ
せ
黙
祷

が
捧
げ
ら
れ
た
。
追
悼
式
で
は
黙

祷
の
の
ち
、
安
倍
総
理
が
式
辞
を

述
べ
た
。
続
い
て
天
皇
陛
下
か
ら

お
こ
と
ば
を
賜
っ
た
。

▼
陛
下
の
お
こ
と
ば
の
全
文
・
総

理
大
臣
式
辞
の
要
旨
は
８
面
掲
載

ほ
か
衆
院
議
長
、
参
院
議
長
、

最
高
裁
長
官
か
ら
追
悼
の
辞
、
御

遺
族
代
表
の
こ
と
ば
が
、
そ
れ
ぞ

れ
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
の
御
霊

へ
捧
げ
ら
れ
た
の
ち
、
参
列
者
に

よ
る
献
花
が
行
わ
れ
た
。

追
悼
式
は
、
震
災
の
被
害
範
囲

が
広
範
に
及
び
極
め
て
多
数
の
犠

牲
者
を
出
す
と
と
も
に
、
震
災
が

国
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
与
え

た
未
曾
有
の
大
災
害
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
国
と
し
て
犠
牲
者
の
御

霊
を
慰
め
る
た
め
開
催
し
て
い
る

も
の
。
追
悼
式
の
実
行
委
員
長
は

安
倍
総
理
が
務
め
、
震
災
発
生
日

に
合
わ
せ
準
備
を
進
め
て
き
た
。

政
府
は
１
月
２１
日
、
３
周
年
追

悼
式
の
実
施
を
閣
議
決
定
。
２
月

２５
日
に
は
追
悼
式
当
日
の
弔
意
表

明
に
つ
い
て
閣
議
了
解
し
、
各
府

省
は
も
と
よ
り
、
各
公
署
、
学
校
、

会
社
そ
の
他
一
般
に
対
し
、
弔
旗

を
掲
揚
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
国

民
に
対
し
て
は
、
震
災
発
生
時
刻

の
午
後
２
時
４６
分
に
黙
祷
を
捧
げ

る
よ
う
要
請
。
当
日
は
東
北
各
地

で
も
追
悼
式
が
営
ま
れ
、
東
京
の

会
場
と
と
も
に
犠
牲
者
へ
鎮
魂
の

祈
り
が
捧
げ
ら
れ
た
。

本
会
の
正
副
会
長
ほ
か
東
北
６

県
の
各
県
支
部
長
ら
が
１
月
２９
日

か
ら
３０
日
に
実
施
し
た
「
東
日
本

大
震
災
被
災
地
復
興
状
況
視
察
」

に
つ
い
て
今
号
で
報
告
す
る
。

【
視
察
参
加
者
】
▽
会
長
�
佐
藤
祐
文

（
横
浜
市
）
▽
副
会
長
�
田
名
部
和
義

（
八
戸
市
）
▽
同
�
野
中
一
二
（
甲
府

市
）
▽
同
�
井
上
恒
彌
（
静
岡
市
）
▽

同
�
寺
井
克
之
（
松
山
市
）
▽
部
会
長

�
鎌
田
修
悦
（
秋
田
市
・
東
北
議
長
会

会
長
・
秋
田
県
支
部
長
）
▽
理
事
�
田

中
元
（
弘
前
市
・
青
森
県
支
部
長
）
▽

同
�
金
沢
陽
介
（
盛
岡
市
・
岩
手
県
支

部
長
）
▽
同
（
代
理
）
�
日
下
富
士
夫

（
仙
台
市
副
議
長
・
宮
城
県
支
部
長
代

理
）
▽
同
�
加
藤
賢
一
（
山
形
市
・
山

形
県
支
部
長
）
▽
同
�
戸
川
稔
朗
（
会

津
若
松
市
・
福
島
県
支
部
長
）
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２
面
か
ら
５
面
に
か
け
、
本
会

代
表
が
１
月
２９
日
か
ら
３０
日
に
実

施
し
た
「
東
日
本
大
震
災
被
災
地

復
興
状
況
視
察
」
に
つ
い
て
報
告

す
る
。
視
察
し
た
被
災
地
は
▽
陸

前
高
田
市
▽
気
仙
沼
市
▽
南
相
馬

市
―
の
３
市
。
ほ
か
復
興
庁
の
福

島
復
興
局
を
訪
れ
、
本
会
が
取
り

ま
と
め
た
要
望
書
を
手
渡
し
た
。

▼
１
面
に
視
察
参
加
者
名
簿

本
会
の
正
副
会
長
ら
で
構
成
す

る
視
察
団
は
１
月
２９
日
、
最
初
の

視
察
先
と
な
る
陸
前
高
田
市
へ
向

か
っ
た
。
現
地
で
は
伊
藤
明
彦
・

同
市
議
会
議
長
、
戸
羽
太
・
同
市

長
ら
が
視
察
団
を
出
迎
え
、
本
会

の
代
表
は
同
市
を
取
り
巻
く
状
況

や
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
を
聴
取
し
た
。
説
明
を
受

け
た
の
ち
視
察
団
は
実
際
に
被
災

し
た
現
場
へ
足
を
運
び
、
自
身
の

目
で
東
日
本
大
震
災
が
残
し
た
被

害
の
爪
痕
を
確
認
し
た
。

平
成
２３
年
３
月
１１
日
午
後
２
時

４６
分
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
は
巨
大
な
津
波
を
引
き

起
こ
し
、
同
市
に
も
津
波
が
容
赦

な
く
襲
い
か
か
っ
た
。
津
波
で
被

害
を
受
け
た
世
帯
数
は
３
８
７
０

世
帯
に
上
り
、
う
ち
全
壊
は
３
６

１
６
世
帯
に
及
ん
だ
。
津
波
被
害

を
受
け
た
世
帯
の
大
部
分
は
全
壊

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
地
震
そ

の
も
の
に
よ
る
被
害
世
帯
も
３
９

６
８
世
帯
に
上
っ
た
。
津
波
被
害

と
合
わ
せ
る
と
７
８
３
８
世
帯
が

地
震
発
生
を
原
因
と
し
て
被
災
し

て
お
り
、
同
市
内
８
１
９
６
世
帯

の
う
ち
約
９６
％
も
の
世
帯
が
被
災

す
る
未
曾
有
の
災
害
と
な
っ
た
。

人
的
被
害
に
目
を
向
け
る
と
、

当
時
の
総
人
口
２
万
４
２
６
４
人

の
う
ち
１
６
５
６
人
が
死
亡
し

た
。
市
内
の
避
難
所
は
最
大
で
８４

カ
所
を
数
え
、
最
大
で
１
万
１
４

３
人
も
の
被
災
者
が
凍
え
る
避
難

所
で
昼
夜
を
過
ご
し
た
。

陸
前
高
田
市
議
会
で
は
２３
年
１２

月
２１
日
、
陸
前
高
田
市
震
災
復
興

計
画
を
可
決
し
た
。
基
本
構
想
期

間
を
２３
年
度
か
ら
３０
年
度
と
す
る

計
画
で
、
復
興
基
盤
整
備
期
を
２３

年
度
か
ら
２５
年
度
と
し
、
復
興
展

開
期
を
２６
年
度
か
ら
３０
年
度
と
同

計
画
で
は
位
置
付
け
た
。

復
興
で
陸
前
高
田
市
が
目
指
す

ま
ち
の
姿
と
し
て
同
計
画
で
は
、

６
つ
の
基
本
方
向
で
構
成
さ
れ
る

「
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
」

を
掲
げ
た
。
�
災
害
に
強
い
安
全

な
ま
ち
�
快
適
で
魅
力
の
あ
る
ま

ち
�
市
民
の
暮
ら
し
が
安
定
し
た

ま
ち
�
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
�
環

境
に
や
さ
し
い
ま
ち
�
協
働
で
築

く
ま
ち
―
を
軸
に
陸
前
高
田
市
で

は
、
ま
ち
づ
く
り
を
２３
年
度
か
ら

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

�
の
「
災
害
に
強
い
安
全
な
ま

ち
」
で
は
防
災
体
制
の
再
整
備
に

よ
る
「
津
波
防
災
」
と
「
減
災
」

を
組
み
合
わ
せ
、
多
重
防
災
型
の

災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
。
防
潮
堤
等
の
海
岸

保
全
施
設
、
幹
線
道
路
や
避
難
道

路
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
防
災
計
画
の
再
整
備
、
救
援

・
救
護
体
制
の
整
備
な
ど
を
図

り
、
ま
ち
の
安
全
を
確
保
す
る
。

�
の
「
快
適
で
魅
力
の
あ
る
ま

ち
」
で
は
、
防
災
性
や
利
便
性
を

考
慮
し
た
土
地
利
用
の
創
出
、
災

害
時
の
み
な
ら
ず
市
民
生
活
や
経

済
活
動
に
も
快
適
で
魅
力
あ
る
都

市
空
間
な
ど
を
目
指
す
。
各
地
区

の
事
情
に
応
じ
た
施
策
を
進
め
、

あ
る
地
区
で
は
今
回
レ
ベ
ル
の
津

波
か
ら
浸
水
を
免
れ
ら
れ
る
よ
う

嵩
上
げ
し
た
う
え
で
公
共
・
公
益

施
設
、
商
業
ゾ
ー
ン
、
住
宅
街
を

配
置
し
再
開
発
を
実
施
す
る
。

�
の
「
市
民
の
暮
ら
し
が
安
定

し
た
ま
ち
」
で
は
、
公
営
住
宅
、

学
校
、
病
院
な
ど
の
再
建
で
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
回
復
を
図
る
。

�
の
「
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」

で
は
、
農
業
や
水
産
業
の
基
幹
産

業
、
水
産
加
工
や
醸
造
等
の
地
場

産
業
、
宿
泊
施
設
や
道
の
駅
等
の

観
光
産
業
な
ど
、
雇
用
の
場
を
確

保
す
る
と
と
も
に
産
業
基
盤
の
早

期
復
興
を
図
る
。
食
関
連
産
業
等

の
新
規
企
業
立
地
や
集
積
の
推
進

も
図
る
。
市
街
地
内
を
通
る
新
た

な
幹
線
道
路
や
商
業
ゾ
ー
ン
を
整

備
し
、
都
市
内
交
通
や
新
し
い
市

街
地
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
し

て
魅
力
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る
。

�
の
「
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
」
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
に
よ
り
、
災
害
時
で
の
自

立
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
可
能
体

制
の
構
築
を
進
め
る
。
�
の
「
協

働
で
築
く
ま
ち
」
で
は
行
政
区
ご

と
の
高
台
移
転
等
を
基
本
に
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
や
地
域

づ
く
り
の
促
進
を
図
る
。

陸
前
高
田
市
で
は
多
く
の
市
民

と
の
協
働
や
連
携
に
よ
っ
て
６
つ

の
基
本
方
向
の
実
現
を
図
り
、
同

市
の
復
興
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
取

り
組
ん
で
い
る
。
復
旧
・
復
興
は

「
緒
に
就
い
た
ば
か
り
」
と
し
、

「
末
永
い
ご
支
援
を
！
」
と
同
市

で
は
訴
え
て
い
る
。

本
会
の

会
長
ら

震震
災災
被被
災災
地地
のの
現現
地地
報報
告告

陸陸
前前
高高
田田
市市
のの
現現
状状
とと
取取
組組
視 察
１日目

認
識
踏
ま
え
今
後
の
要
請
活
動
へ
反
映

津波に襲われた道の駅・高田松原は現在も当時のままの姿をとどめている
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陸
前
高
田
市
を
発
っ
た
視
察
団

は
臼
井
真
人
・
気
仙
沼
市
議
会
議

長
、
菅
原
茂
・
同
市
長
が
待
つ
、

次
の
目
的
地
と
し
て
定
め
て
い
た

気
仙
沼
市
へ
向
か
っ
た
。
同
市
内

に
入
る
と
視
察
団
は
、
ま
ず
同
市

内
に
所
在
す
る
「
リ
ア
ス
・
ア
ー

ク
美
術
館
」
を
訪
問
し
た
。
目
的

は
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
資
料
の

閲
覧
。
こ
の
美
術
館
は
気
仙
沼
市

と
南
三
陸
町
で
構
成
す
る
事
務
組

合
が
運
営
し
「
東
日
本
大
震
災
の

記
録
と
津
波
の
災
害
史
」
を
常
設

展
示
し
て
い
る
施
設
だ
。

気
仙
沼
市
と
南
三
陸
町
が
被
っ

た
災
害
の
実
態
を
記
録
・
調
査

し
、
綴
っ
た
結
果
を
復
旧
・
復
興
活

動
に
役
立
て
よ
う
と
美
術
館
で
は

力
を
尽
く
し
て
い
る
。
今
後
も
想

定
さ
れ
る
地
震
・
津
波
被
害
に
向

け
、
防
災
・
減
災
教
育
に
役
立
て
る

た
め
、
被
害
の
実
態
を
記
録
と
し

て
残
そ
う
と
し
て
い
る
。
東
日
本

大
震
災
の
被
災
を
「
地
域
の
重
要

な
歴
史
」「
文
化
的
記
憶
」
と
し
て

後
世
へ
伝
え
る
と
と
も
に
、
日
本

国
内
外
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
災

害
対
策
事
業
等
へ
具
体
的
な
資
料

を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
、
今
も

進
行
形
で
震
災
と
向
き
合
っ
て
い

る
現
地
な
ら
で
は
の
視
点
か
ら
歴

史
の
編
纂
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

震
災
直
後
か
ら
始
め
た
２
年
間

の
活
動
で
撮
影
し
た
写
真
は
約
３

万
点
、
収
集
し
た
被
災
物
は
約
２

５
０
点
に
及
ぶ
。
書
き
記
さ
れ
た

調
査
記
録
書
等
の
資
料
も
膨
大
な

数
を
活
動
か
ら
得
た
。
美
術
館
で

は
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
資
料
を
厳

選
し
平
成
２５
年
４
月
３
日
、
努
力

の
「
結
晶
」
と
し
て
常
設
展
示
に

よ
る
公
開
へ
と
踏
み
切
っ
た
。
今

回
、
本
会
視
察
団
は
▽
写
真
�
２

０
３
点
▽
被
災
物
�
１
５
５
点
▽

歴
史
資
料
等
�
１
３
７
点
―
も
の

生
々
し
い
震
災
の
姿
を
美
術
館
で

目
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

被
災
現
場
写
真
に
は
撮
影
者
が

感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
な
ど

が
文
章
で
添
え
ら
れ
て
い
る
。
被

災
物
は
津
波
の
破
壊
力
な
ど
が
一

見
し
て
分
か
る
も
の
、
奪
わ
れ
た

日
常
を
象
徴
す
る
生
活
用
品
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
単
に
記
録

資
料
を
残
す
だ
け
で
な
く
、
正
し

く
事
実
そ
の
も
の
を
伝
え
よ
う
と

す
る
展
示
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

気
仙
沼
市
議
会
に
到
着
し
た
本

会
視
察
団
は
、
被
災
の
状
況
や
復

旧
・
復
興
の
取
り
組
み
状
況
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
聴
取
し
た
の

ち
、
臼
井
議
長
や
菅
原
市
長
ら
と

意
見
を
交
わ
し
た
。
海
岸
防
潮
堤

整
備
の
進
め
方
に
つ
い
て
質
問
し

た
と
こ
ろ
、
菅
原
市
長
は
「
Ｌ
１

津
波
は
防
潮
堤
で
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ

ト
し
、
Ｌ
２
に
は
高
台
避
難
で
対

応
す
る
」
「
漁
港
は
使
い
勝
手
が

良
く
な
る
よ
う
に
、
海
水
浴
場
は

砂
浜
が
復
活
す
る
よ
う
に
、
地
元

と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
」

と
説
明
し
た
。

２３
年
６
月
１３
日
に
土
木
学
会
東

日
本
大
震
災
特
別
委
員
会
津
波
特

定
テ
ー
マ
委
員
会
で
は
、
１
０
０

０
年
に
一
度
程
度
の
低
頻
度
で
発

生
す
る
巨
大
津
波
を
含
め
た
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
を
提
案
す
る
と
と
も
に
今

後
の
検
討
方
向
な
ど
を
示
し
て
い

る
。
海
岸
保
全
施
設
復
旧
と
設
計

の
方
針
と
し
て
は
、
次
の
２
つ
の

レ
ベ
ル
を
示
し
て
い
る
。

「
津
波
防
護
レ
ベ
ル
」
い
わ
ゆ

る
通
称
Ｌ
１
は
全
て
の
人
命
を
守

る
こ
と
を
前
提
と
し
、
主
に
海
岸

保
全
施
設
で
対
応
す
る
津
波
の
レ

ベ
ル
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

「
津
波
減
災
レ
ベ
ル
」
い
わ
ゆ
る

通
称
Ｌ
２
は
海
岸
保
全
施
設
の
み

な
ら
ず
、
ま
ち
づ
く
り
と
避
難
計

画
を
合
わ
せ
対
応
す
る
津
波
の
レ

ベ
ル
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

土
木
学
会
の
提
示
を
踏
ま
え
気

仙
沼
市
で
は
Ｌ
１
を
「
数
十
年
か

ら
百
数
十
年
に
一
度
の
津
波
」
と

位
置
付
け
、
人
命
と
資
産
を
守
る

レ
ベ
ル
の
津
波
と
方
向
付
け
た
。

Ｌ
２
に
つ
い
て
は
「
Ｌ
１
を
遙
か

に
上
回
り
、
構
造
物
対
策
の
適
用

限
界
を
超
過
す
る
津
波
」
と
位
置

付
け
、
人
命
を
守
る
た
め
に
必
要

な
最
大
限
の
措
置
を
講
じ
る
レ
ベ

ル
と
方
向
付
け
た
。

海
岸
防
潮
堤
の
整
備
を
進
め
る

に
あ
た
り
気
仙
沼
市
で
は
現
在
、

漁
業
集
落
防
災
機
能
強
化
事
業
を

用
い
た
漁
港
の
利
便
性
、
土
地
利

用
の
方
向
性
の
検
討
と
合
わ
せ
、

地
域
と
の
合
意
形
成
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
。
し
か
し
、
抵
抗
感
に

起
因
し
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
て

い
な
い
箇
所
が
あ
る
よ
う
だ
。

気
仙
沼
市
が
２６
年
１
月
２４
日
現

在
で
ま
と
め
た
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば

震
災
に
よ
る
死
者
数
は
１
０
４
１

人
に
上
り
、
震
災
関
連
死
と
し
て

認
定
さ
れ
て
い
る
件
数
も
１
０
７

件
に
及
ん
で
い
る
。
２３
年
２
月
末

で
は
２
万
６
６
０
１
世
帯
、
人
口

は
７
万
４
２
４
７
人
だ
っ
た
が
、

２５
年
１２
月
末
に
は
２
万
５
８
９
９

世
帯
、
人
口
は
６
万
８
４
６
５
人

に
ま
で
減
少
し
た
。
津
波
で
浸
水

し
た
面
積
は
１８
・
６５
平
方
�
、
総

面
積
の
５
・
６
％
に
達
し
た
。

海
岸
防
潮
堤
な
ど
の
復
旧
・
復

興
事
業
へ
同
市
で
は
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
進
捗
が
芳
し
く

な
い
状
況
も
み
ら
れ
る
。
防
潮
堤

整
備
で
は
▽
従
前
と
比
べ
計
画
高

が
高
い
こ
と
へ
の
抵
抗
感
▽
高
台

移
転
と
の
整
合
性
▽
磯
資
源
や
海

水
浴
場
等
の
砂
浜
の
回
復
―
な
ど

の
観
点
か
ら
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
。
一
方

で
漁
港
関
係
者
を
中
心
に
一
刻
も

早
い
整
備
を
求
め
る
声
も
あ
り
、

同
市
で
は
調
整
に
励
ん
で
い
る
。

気気
仙仙
沼沼
市市
のの
現現
状状
とと
取取
組組
視 察
１日目

気仙沼市庁舎内で開かれた意見交換会の冒頭に佐藤会長があいさつ
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２
・
３
面
に
引
き
続
き
、
４
・
５
面
で
も
被
災
地
視
察
の
結
果
を

報
告
す
る
。
視
察
２
日
目
は
南
相
馬
市
と
福
島
復
興
局
を
訪
問
し
、

原
発
事
故
へ
の
対
応
も
含
め
た
被
災
地
の
現
状
な
ど
を
調
査
し
た
。

南
相
馬
市
に
入
っ
た
本
会
の
視

察
団
は
、
市
内
各
所
の
被
災
地
に

つ
い
て
現
状
を
確
認
し
て
回
っ
た

の
ち
、
平
田
武
・
同
市
議
会
議
長

ら
同
市
の
代
表
と
意
見
交
換
の
場

を
持
っ
た
。
同
市
で
視
察
団
は
３

月
１１
日
の
午
後
２
時
４６
分
以
降
、

時
系
列
で
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
の
発
生
か
ら
何
が
起
こ
っ
た
の

か
を
改
め
て
整
理
し
た
の
ち
、
同

市
が
取
り
組
ん
で
い
る
対
策
に
つ

い
て
調
査
し
た
。

同
市
は
事
故
を
起
こ
し
た
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
に
近
接
し
て

お
り
、
原
発
事
故
の
影
響
を
大
き

く
受
け
た
地
域
の
１
つ
に
該
当
す

る
。
同
市
で
震
度
６
弱
を
観
測
し

た
地
震
は
津
波
を
引
き
起
こ
し
、

午
後
３
時
３５
分
頃
に
同
市
へ
襲
い

か
か
っ
た
が
、
同
市
民
は
地
震
・

津
波
災
害
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
原

発
事
故
か
ら
も
追
い
打
ち
を
掛
け

ら
れ
る
状
況
へ
と
陥
っ
た
。
翌
１２

日
午
前
５
時
４４
分
、
原
発
か
ら
半

径
１０
�
圏
内
の
住
民
に
避
難
指
示

が
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

１２
日
午
後
６
時
２５
分
、
住
民
へ

の
避
難
指
示
は
半
径
２０
�
圏
内
へ

と
拡
大
さ
れ
た
。
１５
日
午
前
１１
時

００
分
に
は
半
径
２０
�
以
上
３０
�
圏

内
の
住
民
に
対
し
、
外
出
を
避
け

自
宅
な
ど
の
屋
内
へ
待
避
す
る
よ

う
指
示
が
出
さ
れ
た
。

１５
日
か
ら
１７
日
に
か
け
同
市
で

は
、
バ
ス
を
用
意
し
市
内
の
避
難

所
か
ら
市
外
へ
の
避
難
を
誘
導
。

１
９
３
９
人
を
無
事
に
市
外
へ
送

り
出
し
た
。
続
け
て
１８
日
か
ら
２０

日
の
期
間
で
同
市
は
２
７
２
５
人

を
集
団
避
難
と
し
て
バ
ス
で
誘
導

し
た
ほ
か
、
２５
日
も
１
４
２
人
を

バ
ス
で
集
団
避
難
さ
せ
た
。

４
月
２１
日
午
前
１１
時
００
分
、
政

府
は
原
発
か
ら
半
径
２０
�
圏
内
を

警
戒
区
域
に
指
示
。
２２
日
午
前
０

時
００
分
に
は
指
示
か
ら
設
定
に
移

行
さ
れ
た
。
原
発
か
ら
半
径
２０
�

以
上
３０
�
圏
内
に
指
示
さ
れ
て
い

た
屋
内
待
避
に
限
っ
て
は
、
２２
日

９
時
４４
分
に
解
除
さ
れ
た
。

原
発
事
故
を
受
け
同
市
で
は
市

域
３
９
８
・
５０
平
方
�
の
う
ち
、

約
１
０
７
平
方
�
が
半
径
２０
�
圏

内
の
警
戒
区
域
に
、
約
１
８
１
平

方
�
が
半
径
３０
�
圏
内
の
計
画
的

避
難
区
域
と
緊
急
時
避
難
準
備
区

域
に
、
約
１
１
１
平
方
�
が
半
径

３０
�
圏
外
に
、
そ
れ
ぞ
れ
設
定
さ

れ
た
。
多
く
の
市
民
が
集
団
・
自

主
避
難
で
群
馬
県
内
や
新
潟
県
内

な
ど
の
市
町
村
へ
避
難
し
た
こ
と

で
、
同
市
で
は
２３
年
３
月
２６
日
頃

の
人
口
を
１
万
人
程
度
と
見
込
ん

で
い
た
。
ち
な
み
に
地
震
発
生
当

日
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
は
７
万

１
５
６
１
人
だ
っ
た
。

地
震
発
生
か
ら
約
半
年
が
経
過

し
た
９
月
３０
日
、
政
府
に
よ
る
緊

急
時
避
難
準
備
区
域
の
解
除
を
受

け
、
多
く
の
市
民
が
避
難
先
か
ら

同
市
へ
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ

た
。
２４
年
４
月
１６
日
に
は
「
警
戒

区
域
」
「
計
画
的
避
難
区
域
」
が

▽
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
▽
居

住
制
限
区
域
▽
帰
還
困
難
区
域
―

へ
と
見
直
さ
れ
、
ほ
ぼ
市
内
全
域

へ
自
由
に
立
ち
入
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
。
区
域
指
定
の
制
約
が

薄
れ
る
に
つ
れ
多
く
の
市
民
が
同

市
へ
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、

２６
年
１
月
６
日
現
在
で
は
市
内
居

住
者
が
４
万
６
８
２
４
人
、
市
外

避
難
者
は
１
万
４
７
３
０
人
と
な

っ
て
い
る
。
な
お
、
同
日
現
在
の

転
出
者
は
７
１
６
４
人
、
所
在
不

明
者
は
２
８
４
３
人
だ
っ
た
。

同
市
へ
戻
っ
て
き
た
と
は
い
え

多
く
の
市
民
は
、
原
発
事
故
の
影

響
に
よ
る
放
射
線
の
多
寡
を
心
配

し
て
い
る
。
同
市
で
は
２３
年
５
月

１
日
か
ら
独
自
に
、
大
気
中
の
放

射
線
量
を
測
定
す
る
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
２５
年
１２
月
２７
日
測
定
に
よ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
多
く
の
地
点

で
、
１
時
間
あ
た
り
１
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
を
大
幅
に
下
回
る
結

果
を
得
て
い
る
。

「
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
〜

首
相
官
邸
災
害
対
策
ペ
ー
ジ
〜
」

で
は
学
校
で
の
放
射
線
量
基
準
を

�
一
般
人
に
許
容
さ
れ
る
放
射
線

量
上
限
は
１
年
間
に
２０
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
�
屋
外
で
毎
時
３
・
８
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
放
射
線
量

で
毎
日
８
時
間
を
外
で
過
ご
す
と

年
間
被
曝
量
が
「
�
」
に
該
当
�

毎
時
３
・
８
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

ト
の
値
が
出
た
時
点
で
校
外
の
活

動
を
１
時
間
に
制
限
―
と
２３
年
５

月
２
日
付
の
Ｑ
＆
Ａ
で
回
答
し
て

お
り
、
同
市
の
水
準
は
子
ど
も
の

学
校
生
活
に
対
し
て
も
安
全
値
を

確
保
で
き
て
い
る
と
い
え
る
。

同
市
で
は
放
射
線
量
の
低
下
を

図
る
た
め
除
染
に
力
を
入
れ
、
２６

年
１２
月
ま
で
に
空
間
線
量
率
を
事

故
当
初
か
ら
６０
％
の
減
少
を
図
る

計
画
を
立
て
、
目
標
達
成
に
向
け

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
事
前
に

環
境
省
や
県
と
協
議
し
つ
つ
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
作
業
で
発

生
し
た
除
染
物
は
、
国
が
中
間
貯

蔵
施
設
を
設
置
す
る
ま
で
一
時
集

積
所
な
ど
で
安
全
に
管
理
す
る
。

南南
相相
馬馬
市市
のの
現現
状状
とと
取取
組組
視 察
２日目

地震発生から約４９分後に到達した津波は市民の尊い生命を奪い街を容赦なく破壊した
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南
相
馬
市
訪
問
に
続
き
本
会
視

察
団
は
１
月
３０
日
、
佐
藤
一
好
・

福
島
市
議
会
議
長
も
同
行
す
る
な

か
、
福
島
市
内
に
事
務
局
を
構
え

る
復
興
庁
福
島
復
興
局
へ
向
か
っ

た
。
丸
山
淑
夫
・
福
島
復
興
局
長

が
事
務
局
で
視
察
団
を
出
迎
え
、

福
島
の
復
興
加
速
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
同
氏
が
説
明
し
た
。

政
府
は
東
日
本
大
震
災
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
東
北
地
方
を
中

心
に
復
旧
・
復
興
へ
向
け
、
平
成

２４
年
２
月
に
復
興
庁
を
設
立
し

た
。
前
身
は
東
日
本
大
震
災
復
興

対
策
本
部
。
東
京
本
庁
に
約
２
１

０
名
を
配
置
し
て
い
る
ほ
か
、
岩

手
復
興
局
（
事
務
局
�
盛
岡
市
）

に
約
８０
名
、
宮
城
復
興
局
（
同
�

仙
台
市
）
に
約
１
０
０
名
、
福
島

復
興
局
に
約
１
０
０
名
を
配
置
。

青
森
県
と
茨
城
県
に
も
事
務
所
を

置
い
て
い
る
。
３
つ
の
復
興
局
に

は
支
所
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
岩

手
局
は
宮
古
と
釜
石
に
、
宮
城
局

は
気
仙
沼
と
石
巻
に
、
福
島
局
は

い
わ
き
と
南
相
馬
に
支
所
を
置
い

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
福
島
局
に
は

帰
還
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
も
設
置

し
て
お
り
、
復
興
庁
で
は
政
府
一

丸
と
な
っ
た
省
庁
横
断
的
な
取
り

組
み
を
包
括
的
に
進
め
て
い
る
。

福
島
の
対
応
体
制
を
強
化
す
る

た
め
政
府
は
２５
年
２
月
１
日
、
福

島
復
興
再
生
総
局
を
設
置
し
復
興

相
ト
ッ
プ
の
「
福
島
・
東
京
２
本

社
体
制
」
を
発
足
さ
せ
た
。
事
務

局
長
を
務
め
る
内
閣
官
房
参
与
の

ほ
か
、
復
興
庁
事
務
次
官
や
同
庁

統
括
官
ら
幹
部
職
員
を
福
島
に
常

駐
さ
せ
て
体
制
を
一
元
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
除
染
な
ど
取
り
組
む

べ
き
課
題
へ
即
断
即
決
で
臨
む
体

制
を
築
い
た
。
福
島
復
興
局
に
は

環
境
再
生
事
務
所
と
原
子
力
災
害

現
地
対
策
本
部
を
設
置
。
再
生
事

務
所
は
除
染
や
廃
棄
物
対
策
な
ど

を
担
い
、
原
子
力
本
部
は
区
域
運

用
や
見
直
し
な
ど
を
担
う
。
各
省

庁
か
ら
ス
タ
ッ
フ
を
集
約
し
た
福

島
再
生
総
括
本
部
と
連
携
し
な
が

ら
、
再
生
総
局
は
福
島
復
興
局
を

最
前
線
の
基
地
と
し
て
地
域
ご
と

で
課
題
が
異
な
る
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

本
会
の
視
察
団
は
福
島
復
興
局

の
丸
山
局
長
へ
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興
及
び
原

子
力
発
電
所
事
故
災
害
に
関
す
る

要
望
�
本
紙
第
１
８
８
６
号
に
要

旨
�
を
手
渡
し
た
。
こ
の
要
望
は

昨
年
１１
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
本

会
の
第
９５
回
評
議
員
会
で
取
り
ま

と
め
た
も
の
。
原
発
災
害
の
関
係

で
は
自
治
体
へ
の
財
政
支
援
の
ほ

か
、
被
災
者
や
各
種
産
業
等
へ
の

賠
償
、
農
業
・
観
光
業
や
各
種
産

業
へ
の
支
援
、
健
康
不
安
や
被
害

の
解
消
、
除
染
、
放
射
性
物
質
に

よ
る
汚
染
物
の
仮
置
き
場
や
中
間

貯
蔵
施
設
の
建
設
な
ど
、
幅
広
い

内
容
に
つ
い
て
求
め
て
い
る
。

復
興
庁
で
は
福
島
の
復
興
加
速

に
向
け
▽
生
活
環
境
の
整
備
・
再

生
▽
産
業
振
興
・
雇
用
の
確
保
▽

農
林
水
産
業
の
再
開
―
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
２５
年
１２
月
２０
日
に
は

「
原
子
力
災
害
か
ら
の
福
島
加
速

化
に
向
け
て
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
政
府
は
同
庁
の
取
り
組
み
を

改
め
て
全
面
的
に
後
押
し
す
る
姿

勢
を
鮮
明
に
し
た
。
閣
議
決
定
で

は
「
早
期
帰
還
支
援
」「
新
生
活
支

援
」
の
両
面
か
ら
対
策
を
講
じ
る

た
め
、
帰
還
へ
の
安
全
・
安
心
対

策
、
帰
還
者
の
ほ
か
長
期
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
者
へ
の
賠
償
、

被
曝
低
減
対
策
、
除
染
・
中
間
貯

蔵
費
用
の
枠
組
み
提
示
な
ど
を
進

め
る
方
針
が
定
め
ら
れ
た
。
今
後

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

福福
島島
のの
現現
状状
とと
復復
興興
庁庁
のの
取取
組組

視 察
２日目丸山淑夫・福島復興局長に本会正副会長・東北議長会支部長らが要望書を手渡した

（５） 平成２６年３月１５日 第１８９８号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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今
号
で
は
、
都
市
行
政
問
題
研

究
会
が
２
月
１４
日
の
第
９９
回
総
会

で
取
り
ま
と
め
た
調
査
研
究
報
告

書
を
紹
介
す
る
。
報
告
書
の
タ
イ

ト
ル
は
「
都
市
に
お
け
る
災
害
対

策
と
議
会
の
役
割
」
。
報
告
書
は
、

同
研
究
会
の
加
盟
８６
市
と
大
規
模

災
害
被
災
自
治
体
３３
市
を
対
象
と

し
た
調
査
、
先
進
事
例
等
の
現
地

調
査
な
ど
を
実
施
し
、
取
り
ま
と

め
て
あ
る
。
現
地
調
査
で
は
▽
東

松
島
市
▽
仙
台
市
▽
岡
崎
市
▽
大

分
市
―
の
４
市
を
対
象
と
し
た
。

本
紙
で
は
６
面
か
ら
７
面
に
か
け

報
告
書
の
概
要
を
掲
載
す
る
。

議
会
の
役
割
の
現
状
を
調
査

報
告
書
に
は
、
災
害
対
策
本
部

へ
の
参
画
状
況
や
地
域
防
災
計
画

の
策
定
状
況
な
ど
、
災
害
対
策
に

お
け
る
議
会
の
取
組
み
を
幅
広
く

掲
載
し
た
。
地
方
防
災
会
議
へ
の

議
会
代
表
の
参
画
状
況
を
取
り
ま

と
め
た
も
の
が
表
�
。
自
治
体
に

は
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
地

方
防
災
会
議
が
設
置
さ
れ
る
。
調

査
対
象
１
１
９
市
の
う
ち
、
地
方

防
災
会
議
へ
の
参
画
状
況
は
▽
議

長
�
１５
市
▽
副

議

長
�
４
市

な

ど
。
議
会
代
表
は
参
画
し
て
い
な

い
と
す
る
市
は
８８
市
だ
っ
た
。

市
長
を
本
部
長
と
す
る
災
害
対

策
本
部
設
置
時
、
議
会
代
表
の
参

画
状
況
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
が

表
�
。
防
災
会
議
同
様
、
災
害
対

策
本
部
も
災
対
法
を
も
と
に
、
各

団
体
が
定
め
た
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
き
設
置
で
き
る
。
参
画
状
況

は
▽
議
長
�
６
市
▽
副
議
長
�
２

市
―
な
ど
。
議
会
代
表
は
参
画
し

て
い
な
い
市
は
３８
市
だ
っ
た
。
参

画
し
て
い
る
議
会
代
表
の
事
務
分

掌
は
▽
議
員
へ
の
災
害
情
報
伝
達

�
６５
市
▽
議
会
独
自
の
災
害
対
策

本
部
等
で
集
約
し
た
情
報
を
市
の

災
害
対
策
本
部
へ
伝
達
�
１４
市
―

な
ど
。

議
会
独
自
の
災
害
対
策
に
関
す

る
取
組
み
は
表
�
の
と
お
り
。
取

組
み
な
し
、
そ
の
他
を
除
く
と
防

災
・
災
害
に
関
す
る
議
員
研
修
会

の
実
施
が
２２
市
で
最
多
。
次
い
で

災
害
時
に
お
け
る
議
員
（
議
会
）

の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
が
１１

市
、
災
害
対
策
で
市
民
と
の
意
見

交
換
会
（
議
会
報
告
会
な
ど
）
が

９
市
と
続
い
た
。

発刊にあたって（抜粋）
会長 小林茂裕
（福山市議会議長）

本研究会は大規模災害の発生直
後、応急時、復旧・復興段階、そ
して平時において議会が取り組む
べき災害対策とは何か、という視
点から「都市における災害対策と
議会の役割」を調査研究しようと
試みました。
本報告書の内容につきまして

は、本研究会加盟市及び昨今の大
規模災害を被災した自治体議会を
対象に、平成２４年１１月に実施した
「都市における災害対策と議会の
役割」に関する調査結果から得ら
れた取組事例と、各市議会への現
地調査や学識経験者の講演などを
盛り込んで取りまとめておりま
す。
本研究会がまとめた本報告書

が、災害時における議会の役割を
調査研究しようとされている議会
のお役に立つことを期待しており
ます。

２６年２月１４日

市
議
会
の
現
地
調
査
報
告
も

東東
松松
島島
市市
のの
現現
地地
調調
査査
結結
果果

東
松
島
市
で
は
東
日
本
大
震
災

発
生
直
後
、
災
害
対
策
を
調
査
す

る
た
め
災
害
対
策
特
別
委
員
会
を

平

成
２３
年
４
月
５
日

に

設

置

し

た
。
設
置
し
た
日
に
開
か
れ
た
第

１
回
の
同
特
別
委
で
は
、
直
前
ま

で
に
議
員
が
実
施
し
た
活
動
の
内

容
で
意
見
を
交
換
し
た
。

出
さ
れ
た
意
見
で
は
情
報
伝
達

や
避
難
所
運
営
な
ど
の
関
係
が
多

か
っ
た
と
い
う
。
情
報
網
が
麻
痺

す
る
中
、
市
の
災
害
対
策
本
部
が

把
握
す
る
情
報
を
住
民
へ
伝
達
す

る
議
員
の
役
割
は
大
き
か
っ
た
。

一
方
、
被
災
住
民
か
ら
は
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
た
意
見
を
本
部
へ

伝
達
し
て
く
れ
な
い
と
い
う
批
判

が
あ
っ
た
が
、
議
会
は
混
乱
状
態

か
ら
の
脱
却
時
に
、
要
望
書
や
意

見
書
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
し
て
い
る
。

２４
年
１
月
３１
日
に
は
同
特
別
委

を
廃
止
し
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
計

【
７
面
へ
続
く
】

表�：議会独自の災害対策に関する取組（複数回答）
５

１

９

１１

２２

２０

６５

議会独自の避難訓練

議会独自の参集訓練

災害対策に関して市民との意見交換（議会報告会など）

災害時における議員（議会）の行動マニュアルの策定

防災・災害に関する議員研修会の実施

その他

取組なし

表�：災害対策本部への議会代表の参画状況（複数回答）

６

２

０

７４

８

３８

議長が参画している（オブザーバーとしての参画も含む）

副議長が参画している（オブザーバーとしての参画も含む）

防災を所管する委員会の委員長が参画している

議会事務局長が参画している（執行部の一部員としての参画を含む）

その他

議会代表は参画していない

表�：地方防災会議への議会代表の参画状況（複数回答）

１５

４

１１

１６

２

８８

議長が参画している

副議長が参画している

防災を所管する委員会の委員長が参画している

議会事務局長が参画している

その他

議会代表は参画していない

議会に焦点は初めての試み

災災害害対対策策にに果果たたすす役役割割でで
都都市市研研がが報報告告書書ままととめめるる
２月１４日開催の９９回総会で

【仙台市】平野達男・復興大臣（当
時）に対し要望（報告書より）

【東松島市】市内の被災状況を視
察する特別委員会（報告書より）

第１８９８号 平成２６年３月１５日 （６）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



【
６
面
か
ら
続
く
】

平
時
に
お
け
る
議
会
の
役
割

報
告
書
で
は
平
時
の
議
会
の
役

割
に
つ
い
て
▽
地
方
防
災
会
議
・

地
域
防
災
計
画
策
定
な
ど
へ
の
議

会
の
関
与
▽
議
会
独
自
の
避
難
訓

練
・
参
集
訓
練
―
な
ど
７
つ
の
項

目
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
考
察
し
て

い
る
。

う
ち
、
議
会
・
議
員
の
災
害
対

策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
で
は
、
浜

松
市
議
会
の
取
組
み
を
例
に
挙
げ

「
必
要
か
つ
有
効
な
取
組
み
」
と

報
告
書
で
は
位
置
付
け
る
。
浜
松

市
議
会
で
は
２４
年
１０
月
に
大
規
模

災
害
対
応
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
し
た
。
発
生
後
の
段
階
を
▽
初

期
対
応
期
�
初
動
態
勢
（
発
災
後

２４
時
間
以
内
）
▽
中
期
�
応
急
態

勢
（
発
災
後
お
よ
そ
１
週
間
以

内
）
▽
後
期
�
復
旧
態
勢
（
発
災

後
お
よ
そ
１
週
間
以
降
）
―
の
３

段
階
に
分
け
、
議
長
・
議
員
の
と

る
べ
き
行
動
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し

て
い
る
。
議
長
・
議
員
は
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
議
員
の

安
否
情
報
を
議
会
事
務
局
へ
報
告

す
る
こ
と
や
、
各
区
で
の
情
報
収

集
、
要
請
事
項
等
の
把
握
な
ど
に

努
め
、
災
害
状
況
の
情
報
を
提
供

す
る
よ
う
定
め
て
い
る
。

画
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を

設
置
。
調
査
特
別
委
と
重
複
す
る

活
動
が
出
て
く
る
た
め
、
各
常
任

委
員
会
の
活
動
は
実
質
的
に
全
て

凍
結
し
た
。
可
能
な
限
り
調
査
特

別
委
で
議
案
審
査
を
行
う
よ
う
申

し
合
わ
せ
、
復
旧
・
復
興
に
傾
注

で
き
る
体
制
を
整
え
た
。
議
会
運

営
に
つ
い
て
も
調
査
特
別
委
の
中

に
運
営
小
委
員
会
を
設
置
。
議
会

運
営
委
員
会
に
代
わ
り
、
議
会
運

営
も
審
査
で
き
る
組
織
と
し
た
。

仙仙
台台
市市
のの
現現
地地
調調
査査
結結
果果

仙
台
市
議
会
は
震
災
当
時
、
東

北
市
議
会
議
長
会
の
会
長
市
だ
っ

た
た
め
、
県
の
議
長
会
と
歩
調
を

あ
わ
せ
、
議
長
が
要
望
活
動
を
実

施
し
た
。

２３
年
３
月
２０
日
国
な
ど
へ
の
要

望
事
項
に
つ
い
て
議
論
す
る
た

め
、
仙
台
市
議
会
は
正
副
議
長
と

交
渉
会
派
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ

た
仙
台
市
議
会
災
害
対
策
連
絡
会

議
を
設
置
。
災
害
に
関
す
る
情
報

の
連
絡
調
整
や
当
局
に
対
す
る
要

望
の
一
本
化
を
図
っ
た
。
連
絡
会

議
は
議
員
に
よ
る
個
別
の
要
望
活

動
を
自
粛
し
、
議
会
で
集
約
し
対

応
す
る
趣
旨
で
設
置
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
２３
年
４
月
２１
日
か
ら

設
置
さ
れ
て
い
る
東
日
本
大
震
災

対
策
特
別
委
員
会
と
連
絡
会
議
を

統
合
し
、
６
月
２８
日
に
東
日
本
大

震
災
復
興
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。

復
興
会
議
は
正
副
議
長
、
交
渉
会

派
の
代
表
者
、
常
任
委
員
会
の
委

員
長
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
必
要

に
応
じ
議
員
も
出
席
す
る
。
国
な

ど
へ
の
要
望
や
地
域
防
災
計
画
の

内
容
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を
実
施

し
た
。

岡岡
崎崎
市市
のの
現現
地地
調調
査査
結結
果果

岡
崎
市
は
２４
年
９
月
定
例
会
で

岡
崎
市
防
災
基
本
条
例
を
制
定
。

同
年
１０
月
３
日
に
公
布
・
施
行
し

た
。
条
例
は
▽
総
則
▽
予
防
対
策

▽
応
急
復
旧
対
策
▽
復
興
対
策
▽

岡
崎
市
以
外
の
自
治
体
が
被
災
し

た
場
合
の
積
極
的
な
支
援
―
の
５

章
で
構
成
さ
れ
る
。
総
則
で
は
第

７
条
に
「
議
会
の
責
務
」
を
明
記
。

積
極
的
に
防
災
対
策
に
取
り
組
む

決
意
が
示
さ
れ
て
い
る
。

条
例
制
定
の
契
機
は
東
日
本
大

震
災
の
発
生
前
か
ら
同
市
で
災
害

対
策
へ
の
意
識
が
高
か
っ
た
こ
と

に
あ
る
。
岡
崎
市
を
含
む
東
海
地

方
は
過
去
に
集
中
豪
雨
に
よ
り
甚

大
な
被
害
を
受
け
て
い
る
ほ
か
、

近
年
で
は
東
海
地
震
や
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
。
自
然
災
害
を
通
じ
、
議
会
・

理
事
者
・
市
民
と
も
防
災
対
策
を

推
進
す
べ
き
と
感
じ
て
い
た
。

岡
崎
市
議
会
は
２２
年
１１
月
臨
時

会
で
防
災
対
策
を
調
査
す
る
た

め
、
防
災
基
本
条
例
設
置
特
別
委

員
会
を
設
置
し
た
。
以
降
、
市
民

の
意
見
を
条
例
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
市
民
意
見
聴
取
会
や
意
見
公

募
な
ど
の
取
組
み
を
実
施
し
た
。

大大
分分
市市
のの
現現
地地
調調
査査
結結
果果

大
分
市
は
１９
年
に
全
議
員
を
会

員
と
す
る
大
分
市
議
会
議
員
政
策

研
究
会
を
設
置
。
２３
年
に
は
東
日

本
大
震
災
を
教
訓
と
す
べ
く
、
研

究
課
題
を
「
災
害
対
策
に
か
か
る

政
策
提
言
」
と
し
調
査
研
究
を
開

始
し
た
。
２４
年
に
は
１
年
間
に
わ

た
る
調
査
結
果
を
提
言
書
と
し
て

取
り
ま
と
め
、
市
長
宛
に
提
出
し

た
。
提
言
書
は
６
項
目
で
構
成
さ

れ
る
。
う
ち
「
議
会
の
役
割
」
で

は
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
、
平
時
よ
り
地
域
の
災
害
に
関

す
る
課
題
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
と
し
た
。

提
言
内
容
に
沿
い
、
平
時
か
ら

大
分
市
議
会
防
災
会
議
を
設
置
し

た
。
災
害
発
生
時
に
議
長
が
必
要

と
判
断
し
た
場
合
は
、
議
会
の
災

害
対
策
本
部
と
し
て
大
分
市
議
会

災
害
時
対
策
会
議
へ
移
行
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
両
会
議
は
議

員
全
員
で
構
成
。
正
副
議
長
・
議

会
運
営
委
員
会
の
委
員
を
本
部
組

織
と
し
て
情
報
収
集
・
情
報
伝
達

の
中
枢
と
す
る
。
両
会
議
に
は
議

員
に
よ
る
地
区
組
織
を
置
き
、
本

部
組
織
は
各
地
区
の
隊
長
ら
と
連

絡
を
取
り
合
う
こ
と
で
地
域
の
実

情
を
適
切
に
把
握
で
き
る
。

災
害
時
に
お
け
る
議
会
の
役
割

災
害
発
生
時
、
議
会
は
市
の
災

害
対
策
本
部
と
連
携
し
、
情
報
を

共
有
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
通
信

機
器
な
ど
が
機
能
せ
ず
情
報
イ
ン

フ
ラ
が
麻
痺
し
た
場
合
、
個
々
の

議
員
は
市
民
と
お
互
い
の
関
係
が

見
え
る
関
係
を
構
築
す
る
こ
と

で
、
災
害
対
策
本
部
と
市
民
の
伝

達
役
を
担
う
こ
と
で
き
る
。

報
告
書
で
は
議
会
が
国
・
県
・

政
党
な
ど
へ
要
望
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
も
重
要
な
役
割
と
し
た
。

ま
た
、
復
興
計
画
を
議
決
事
件
に

追
加
す
る
な
ど
、
議
会
が
復
興
計

画
の
策
定
に
関
与
す
る
必
要
が
あ

る
と
も
し
て
い
る
。
計
画
の
策
定

段
階
で
議
会
が
関
与
す
る
こ
と

で
、
委
員
会
で
の
審
査
や
提
言
書

提
出
を
通
じ
、
被
災
地
域
の
住
民

の
意
見
を
復
興
計
画
へ
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

復
興
計
画
を
策
定
し
た
３３
市
議

会
の
う
ち
、
９
市
議
会
が
地
方
自

治
法
第
９６
条
第
２
項
に
よ
り
、
復

興
計
画
を
議
決
事
件
に
追
加
し
て

い
る
。
９
市
は
い
ず
れ
も
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
で
あ
っ
た
。

【岡崎市】市民意見聴取会で市民
の声を条例へ反映（報告書より）

【大分市】提言に向け沼津市で津
波避難タワーを視察（報告書より）

（７） 平成２６年３月１５日 第１８９８号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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本
日
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
３

周
年
を
迎
え
、
こ
こ
に
一
同
と
共

に
、
震
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
人

々
と
そ
の
遺
族
に
対
し
、
改
め
て

深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

３
年
前
の
今
日
、
東
日
本
を
襲

っ
た
巨
大
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
津

波
は
、
２
万
人
を
超
す
死
者
、
行

方
不
明
者
を
生
じ
ま
し
た
。
今
な

お
多
く
の
被
災
者
が
、
被
災
地

で
、
ま
た
、
避
難
先
で
困
難
な
暮

ら
し
を
続
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

こ
の
震
災
に
よ
り
、
原
子
力
発
電

所
の
事
故
が
発
生
し
、
放
射
能
汚

染
地
域
の
立
入
り
が
制
限
さ
れ
て

い
る
た
め
、
多
く
の
人
々
が
住
み

慣
れ
た
地
域
か
ら
離
れ
る
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま

だ
に
自
ら
の
家
に
帰
還
す
る
見
通

し
が
立
っ
て
い
な
い
人
々
が
多
い

こ
と
を
思
う
と
心
が
痛
み
ま
す
。

こ
の
３
年
間
、
被
災
地
に
お
い

て
は
人
々
が
厳
し
い
状
況
の
中
、

お
互
い
の
絆
を
大
切
に
し
つ
つ
幾

多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
復
興
に

向
け
て
懸
命
に
努
力
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
国
内
外
の
人
々

が
こ
う
し
た
努
力
を
支
援
す
る
た

め
、
引
き
続
き
様
々
な
形
で
尽
力

し
て
い
る
こ
と
を
心
強
く
思
っ
て

い
ま
す
。
被
災
し
た
人
々
の
上
に

は
今
も
様
々
な
苦
労
が
あ
る
こ
と

と
察
し
て
い
ま
す
。
こ
の
人
々
の

健
康
が
守
ら
れ
、
ど
う
か
希
望
を

失
う
こ
と
な
く
こ
れ
か
ら
を
過
ご

し
て
い
か
れ
る
よ
う
、
長
き
に
わ

た
っ
て
国
民
皆
が
心
を
一
つ
に
し

て
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
大
震

災
の
記
憶
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と

な
く
子
孫
に
伝
え
、
防
災
に
対
す

る
心
掛
け
を
育
み
、
安
全
な
国
土

を
築
く
こ
と
を
目
指
し
て
進
ん
で

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

被
災
地
に
１
日
も
早
く
安
ら
か

な
日
々
の
戻
る
こ
と
を
一
同
と
共

に
願
い
、
御
霊
へ
の
追
悼
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

本
日
こ
こ
に
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
東
日
本
大

震
災
三
周
年
追
悼
式
を
挙
行
す
る

に
当
た
り
、
政
府
を
代
表
し
て
、

謹
ん
で
追
悼
の
言
葉
を
申
し
上
げ

ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い
多
く
の

命
が
失
わ
れ
、
東
北
地
方
を
中
心

に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
、
３

年
の
歳
月
が
経
ち
ま
し
た
。

震
災
で
最
愛
の
御
親
族
を
失
わ

れ
た
御
遺
族
の
方
々
の
深
い
悲
し

み
に
思
い
を
致
す
と
き
、
今
な
お

悲
痛
の
思
い
が
胸
に
迫
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
こ
に
改
め
て
、
衷
心

よ
り
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。
ま

た
、
今
な
お
行
方
の
分
か
ら
な
い

方
々
の
御
家
族
を
始
め
、
被
災
さ

れ
た
全
て
の
方
々
に
、
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
地
に
足
を
運
ぶ
度
、
営
農

の
再
開
や
水
揚
げ
に
湧
く
漁
港
、

災
害
公
営
住
宅
に
入
居
さ
れ
た
御

家
族
の
姿
な
ど
、
復
興
が
一
歩
一

歩
前
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感

い
た
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
な
お
、
多
く
の
方
々
が
不
自
由

な
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
原

発
事
故
の
た
め
に
未
だ
故
郷
に
戻

れ
な
い
方
々
も
数
多
く
お
ら
れ
ま

す
。
復
興
を
更
に
加
速
し
、
被
災

者
の
方
々
が
一
日
も
早
く
普
通
の

生
活
に
戻
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
天
国
で
私
た
ち
を
見
守
っ
て

い
る
犠
牲
者
の
御
霊
に
報
い
る
途

で
す
。
同
時
に
大
震
災
の
試
練
か

ら
我
々
が
得
た
貴
重
な
教
訓
を
し

っ
か
り
と
胸
に
刻
み
、
将
来
の
様

々
な
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
、
身

体
、
財
産
を
守
り
抜
く
た
め
、
倦

ま
ず
弛
ま
ず
、
災
害
に
強
い
強
靭

な
国
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
こ
こ
に
固
く
お
誓
い
い
た
し
ま

す
。
復
旧
、
復
興
の
前
進
も
地
元

の
方
々
の
御
努
力
、
関
係
機
関
の

尽
力
は
勿
論
の
こ
と
、
全
国
各
地

か
ら
多
く
の
支
援
に
支
え
ら
れ
て

の
も
の
で
す
。
こ
の
震
災
で
は
本

日
こ
こ
に
御
列
席
の
世
界
各
国
・

各
地
域
の
皆
様
か
ら
も
、
多
く
の

温
か
く
心
強
い
御
支
援
を
頂
き
ま

し
た
。
改
め
て
感
謝
の
意
を
申
し

上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

我
が
国
の
先
人
た
ち
は
、
幾
多

の
困
難
を
克
服
し
、
そ
の
度
に
、

よ
り
逞
し
く
立
ち
上
が
っ
て
き
ま

し
た
。
今
日
を
生
き
る
私
た
ち

も
、
そ
れ
に
倣
い
、
手
を
携
え
て
、

前
を
向
い
て
歩
ん
で
い
く
こ
と
を

改
め
て
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

御
霊
の
永
遠
に
安
ら
か
な
ら
ん

こ
と
を
改
め
て
お
祈
り
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
御
遺
族
の
皆
様
の

御
平
安
を
心
か
ら
祈
念
し
ま
す
。

政
府
は
３
月
１１
日
の
閣
議
で
、

平
成
２５
年
中
に
発
生
し
た
豪
雨
や

地
滑
り
な
ど
１１
件
の
災
害
を
局
地

激
甚
災
害
に
指
定
し
、
市
町
村
４３

団
体
に
対
し
、
財
政
支
援
な
ど
適

用
す
べ
き
措
置
を
指
定
し
た
。

適
用
す
る
主
な
措
置
は
▽
公
共

土
木
施
設
災
害
復
旧
▽
農
地
等
の

災
害
復
旧
▽
中
小
企
業
の
災
害
関

係
保
証
等
▽
法
第
２４
条
に
基
づ
く

小
災
害
債
。
１１
件
に
つ
い
て
対
象

市
町
村
や
事
業
費
を
定
め
た
。

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

で
は
道
路
、
河
川
等
の
公
共
土
木

施
設
や
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
災

害
復
旧
事
業
で
国
庫
補
助
率
の
嵩

上
げ
が
実
施
さ
れ
る
。
対
象
災
害

数
は
６
件
で
対
象
市
町
村
数
は
２７

団
体
、
査
定
事
業
費
は
１
８
８
億

円
と
な
っ
て
い
る
。
政
令
は
３
月

１４
日
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
。

２５
年
で
局
地
激
甚
災
害
に
指
定

さ
れ
た
市
町
村
の
う
ち
、
市
へ
の

適
用
市
は
以
下
の
と
お
り
。

▼
議
長

▽
南
魚
沼

関

常
幸
（
１１
・
８
）

▽
吉
川

松
�

誠
（
２
・
４
）

▽
戸
田

山
崎
雅
俊
（
２
・
５
）

▽
茨
木

中
内
清
孝
（
２
・
６
）

▼
副
議
長

▽
南
魚
沼

牧
野

晶
（
１１
・
８
）

▽
登
別

山
田
新
一
（
１
・
２９
）

▽
吉
川

互
金
次
郎
（
２
・
４
）

▽
戸
田

高
橋
秀
樹
（
２
・
５
）

▽
茨
木

河
本
光
宏
（
２
・
６
）

▽
淡
路
市
▽
夕
張
市
▽
山
口
市
▽
萩
市

▽
江
津
市
▽
か
ほ
く
市
▽
浜
田
市
▽
平

戸
市
▽
高
梁
市
▽
西
之
表
市
▽
輪
島
市

▽
二
戸
市

▽
佐
伯
市
（
大
分
県
）

住
所
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

に
変
更
な
し

お
知
ら
せ

本
紙
３
月
２５
日
付
第

１
８
９
９
号
は
第
１
９

０
０
号
と
併
せ
、
４
月

５
日
付
第
１
８
９
９
・

１
９
０
０
号
と
し
て
発

行
し
ま
す
。

天天
皇皇
陛陛
下下
のの
おお
ここ
とと
ばば

東
日
本
大
震
災
３
周
年
追
悼
式

安安
倍倍
総総
理理
のの
式式
辞辞

東
日
本
大
震
災
３
周
年
追
悼
式

議議
会会
人人
事事

１１日に閣議決定

対象市町村は４３団体

２５年中の災害１１件
を激甚災害に指定

要旨

新新
庁庁
舎舎
落落
成成
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